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 資料３-４-１  

ＥＴＶのＩＳＯ化に関する国際動向 

 
１．ＩＷＧ－ＥＴＶの最新動向 
 アメリカ、カナダが中心となり、ＥＴＶ事業の国際連携・相互認証に向けた

作業部会として、ＩＷＧ－ＥＴＶが立ち上げられた。ＥＴＶ事業を実施してい

る、カナダ、欧州委員会、韓国、フィリピンがメンバー国であり、日本、米国、

中国はオブザーバーとして参加している。 
 2012 年９月 13 日に韓国のソウルで第９回ＩＷＧ－ＥＴＶが開催されると
ともに、２か月ごとに開催される電話会議で、ＥＴＶを実施する各国間での情

報共有が行われている。今後、2014 年１月頃にカナダにて（時期・場所につ
いては変わる可能性あり）、第 10回ＩＷＧ－ＥＴＶが開催される見込み。 
 第９回ＩＷＧ－ＥＴＶの概要は以下のとおり。 
 
○第９回ＩＷＧ－ＥＴＶ（2012年９月 13日、韓国・ソウル） 
環境技術実証事業（ＥＴＶ）の普及を目指す第５回国際ＥＴＶフォーラ

ムの後に開催され、以下の議題の検討と各国のＥＴＶの最新動向の共有が

なされた。メンバー国のカナダ、欧州委員会、韓国、韓国、オブザーバー

国の中国及び日本のほか、ベトナム、インドネシア、マレーシア、カンボ

ジア、シンガポール等の東南アジアの国々が参加した。 
 

  （第９回ＩＷＧ－ＥＴＶの検討議題） 
   ① 普及啓発の展開 
   ② ＩＷＧ－ＥＴＶの共通ウェブサイトの創設 
   ③ ＩＳＯプロセスへのインプット 
   ④ ＩＷＧ－ＥＴＶのパンフレットの作成 
   ⑤ エコラベル等他の機関との連携 
 
２．ＩＳＯ化の動向 
環境技術実証事業（ETV）に係る提案書（NWIP）が 2012年 10月 16日に

ISO 事務局により正式に受理され、ISO の Technical Comittee207 の Sub 
Comittee4（SC4）にて ISO-ETV が検討されることとなった。11 月８日に、
ISO事務局から Technical Comittee207の Sub Comittee4のメンバー国に対
し、提案に対する検討の賛否の照会がなされ、その結果、2013 年２月８日に
国際標準化機構（ＩＳＯ）より、賛成多数で可決となったとの連絡があった。 
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その後、2013 年５月にＥＴＶの国際標準化の草案を検討するための、各国
から推薦される専門家より構成されるワーキンググループ（ＷＧ）が立ち上げ

られ、同ＷＧの主査であるカナダよりワーキングドラフト（→資料３-４-２参
照）が配布された。また、同年６月に第１回ＷＧが開催され、これに参加した。

今後、平成 25年 10月に第２回、平成 26年１月に第３回が開催される予定と
なっている。 
 第１回ＩＳＯ－ＷＧの概要は以下のとおり。 
 
○第１回ＩＳＯ－ＷＧ（2013年６月 25日～26日、ボツワナ・ハボローネ） 
第１回ＩＳＯ－ＷＧの検討議題、及び SC4 に提出された

Recommendationは以下のとおり。日本及びＷＧ主査のカナダのほか、米
国、韓国、欧州諸国（フランス、ポーランド、英国等）、インド、タイ、

中国等の国々が参加した。 
 
（第１回ＩＳＯ－ＷＧの検討議題） 
① 各国（アメリカ、ＥＵ、フランス、日本）のＥＴＶの紹介（→日本

の説明資料を資料３-４-３に示す） 
② ワーキングドラフトの内容についての議論 
③ Conformity assessment（適合性評価）についての説明・議論 
④ ＩＳＯにおける用語の定義についての説明・議論 

 
（SC4に提出された Recommendation） 
① 第１回ＷＧの議論を反映したワーキングドラフト 0.1版を送付する
ので、それに対するコメントを９月 15日までに提出する。 
② ７月末までに、自国のＥＴＶスキームの詳細をセクレタリーに送付

する。 
③ 各国メンバーは、次の会合までに ISO 17020／ISO 17025／ISO 

17065等の適合性評価に関係する規格についてレビューし、精通す
るようにする。 
④ 第２回会合は10月２週目にカナダで開催、第３回は１月末にパリ、
第４回を次回の TC207パナマ総会で開催する。 
⑤ 適合性評価の要求事項を規格に含めるため、ＩＳＯ／ＣＡＳＣＯ

（適合性評価委員会）に共同主査（co-convenor）をお願いする。 
⑥ SC4 に対し、ＩＳＯ中央事務局（ＩＳＯ／ＳＣ）に規格番号を

"18634" から"14034 "に変更するように申し出ることを要求する。 
 


